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議事録
＜連絡事項＞

・病院の人は、6月分の集計をパソコンに入力しておいて下さい。

・褥瘡診療計画書を作成したらカルテに挟む前に医事に提出して下さい。

病院では、入院中１回しかとれない加算→（褥瘡管理加算）をとっている為、褥瘡診療計画書を作成したら忘れずに提出して下さい。

南山苑はまだ書類が出来ていないため、今後褥瘡発生の書類を作成して行きます。

＜褥瘡発生者の報告＞

・東病棟…1名いたが退院

・西病棟…なし

・南病棟…2名いたが1名退院。残り1名ももうすぐ治癒になりそうな状態。

・北病棟…なし

・南寿　…なし

・南山苑…4名。

　　　　　2名は良くなってきている

　　　　　1名は変わらず

　　　　　1名はポケットができている状態

　　　7/2ラウンドの結果：4名ともデザインの結果高値。褥瘡状態悪いです。

　　3名は経官栄養実施中なので栄養状態は確保されています。4名とも褥瘡は全て背中～仙骨周囲にかけての創なので経管栄養中の体位の取り方について検討してください。また、体位変換のスケジュールが本人の所に掲示されていませんでしたが、確実な体位変換について検討してください。1名の方は経口摂取ですが栄養状態不良です。食事内容について栄養士を交え検討していってください。

　　○南山苑の褥瘡処置について

デザインをとらなくてはいけないが、現在評価できるスタッフがいない。→今後病院スタッフが何度か指導に行く。⇒7月2日（木）15時　南山苑2Fにて小向SGMと中村Ｎsが参加し、デザインの取り方について指導する。

処置方法については、先週南山の看護スタッフが南病棟に見学に来ていた。これも病院スタッフが定期的にラウンドし指導して行く。

　　　　　　　

○処置方法は褥瘡の具合による。

　ラップ療法については委員会のフォルダに資料が入っています。さらに今回内容を付け加えたので各自読んでください。

　　　　　　　

＜リスクの高い人・褥瘡に関して質疑応答＞

・骨の突出具合を測定し、リスクの高さを見て行く。

・身体拘束者（体幹・四肢）で、発赤のある人は早目に予防する。

・現在、病院でエアーマットが空いているかどうか、正確に作動しているかどうか、

分らない状態です。

南山苑は2つしかないため、不足しています。是非、必要であれば、管理者で話し合いが必要です。

＜褥瘡についての勉強＞

資料をもとに

・「褥瘡処置」について

・洗浄方法

・ラップ方法

・今後の処置に参考にする。

・病院のフォルダに勉強会資料あり、年3回位カンファ内にて行う。

＊次回委員会開催日：8月5日(水)１５：３０～になります。







